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お わ り に 

日本老年看護学会老年看護政策検討委員会では、これまで行ってきた学会員への調査結果をもと

に、各年度の課題を決めて、政策提言のための活動を進めてまいりました。 

とりわけ今期においては、平成 25 年度診療報酬化のための看護技術提案書をとりまとめ、看護

系学会等社会保険連合を通じた診療報酬化への提案を行ってきました。それに引き続き、平成 26

年度は、認知症入院患者への質の高い看護を提供するための政策提言として、認知症をもつ入院患

者への老年学チームの有効性について、メタアナリシスによりエビデンスの評価を行う活動を行う

とともに、高齢者看護の現場におけるチーム医療の具体的内容や、多職種連携の具体例について本

調査を行い、実態を把握することにいたしました。エビデンスの評価と実態調査により現場の具体

例を収集することは、どちらも政策提言にとって重要な要素といえます。これまで日本老年看護学

会では、高齢者看護に関するエビデンスを示す活動に学会として十分取り組んできたとは言い難く、

現場の実情を吸い上げる努力が少なかったように感じてきました。そこで、今回のような取り組み

を行うこととしました。 

本実態調査を行うにあたり、委員会では調査の枠組みを検討し、政策提言のために必要なデータ

を明瞭に収集できるように調査票を工夫しました。さらに回収率を高めると同時に、データの入力

と解析のための時間を削減し、限られた委員会予算で最大の成果を上げることができるよう努力し

てきました。 

本日この報告書のまとめを終えますが、この報告書が今後有効に活用されなければ、看護の現場

は変わっていきません。学会員各位におかれましては、教育・研究、そして実践などあらゆる場に

おいて、本実態調査報告書を活用していただき、今後の認知症患者へのチーム医療の向上に役立て

ていただきますよう、お願いいたします。 

最後になりましたが、本実態調査報告書を取りまとめるにあたり、老人看護専門看護師、認知症

看護認定看護師の方々、およびその代表の方々、調査の回答システムを作成していただいた㈱ムー

ンファクトリーの皆様にはご多用の折、多大なご協力を頂きました。この場を借りて、感謝申し上

げたいと思います。学会員の皆様からのご批判をいただけますことは委員一同望外の喜びであるこ

とを記し、稿を終えます。 

 

 

平成 26 年 11 月 26 日  

日本老年看護学会理事・老年看護政策検討委員会委員長 

 亀井智子(聖路加国際大学看護学部) 
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